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東 日本大震災 と東北学院大 学 の対 応

東 北 学 院大 学 副 学長(学 務 担 当)

斎 藤 誠



は じめ に-3つ の 限 界

(1)大 学 に つ い て の 報 告 で あ る 。

(2)「 本 部 」 の 立 場 か ら 見 て い る 。=「 事 件 は 会 議 室 で 起 き て い る 」?

(3)学 務 担 当 副 学 長 の 立 場 か ら 見 て い る 。=「 本 部 」 の 「一 翼 」

1.大 学 の 概 要

(1)6学 部(文 ・経 済 ・経 営 ・法 ・教 養 ・工):学 生 数12,000人

(2)3キ ャ ン パ ス(そ れ ぞ れ 車 で40分)

所在地 地盤 建 物 学 部 学生数
土樋 旧 城 下 ・市 街 地 0 1920～2000年 代 法 人 、 文 系3・4年 4,000名

泉 郊外 山林造成地 0 1988年 文 系1・2年 、 教 養 6,000名

多賀城 多賀城市中心部 0 1960～2000年 代 工 2,000名

(3)予 算 規 模:150億 円
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東北学院大学 キャンパス立地図



2.富 城 県 沖 地 震 へ の 備 え

(1)1978年 の 「宮 城 県 沖 地 震 」 の 経 験

(2)次 の 「宮 城 県 沖 地 震 」(M7.5～8.0)の 想 定(10年 以 内 に99%)

↓

① 建 物 の 耐 震 補 強 工 事 の 計 画 的 実 施(ほ ぼ 完 了)

② 災 害 対 策 委 員 会 体 制 ・災 害 時 対 応 マ ニ ュ ア ル の 整 備

③ 多 賀 城 市 と の 防 災 を 含 む 連 携 協 定(工 学 部 を 念 頭 に)

④ 緊 急 地 震 速 報 シ ス テ ム ・災 害 時 学 生 安 否 確 認 シ ス テ ム

⑤ 災 害 時 避 難 用 セ ッ トの 配 付

簡易食 料 ・水 は1000人 分
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3.大 学 の 被 災 概 要

(1)学 生 ・教 職 員 の 被 災 状 況

● 学 生:死 亡 ・行 方 不 明5名 、 入 学 予 定 者:死 亡 ・行 方 不 明2名 。

● 授 業 減 免 対 象 の 被 災 学 生 約1,650名/12,000名(10月15日 現 在)。

※ 家 計維 持者 死 亡22名 、全 壊 ・大 規 模 半壊800名 、半 壊750名 、原 発避 難76名

授 業 料減 免 、 緊急 給付 奨学金 な ど学生 支援 経 費 は7億 円(今 年 度)

● 教 職 員:死 亡 ・行 方 不 明 な し。 見 舞 金 対 象 者120名(教 職 員 数500名)。

(2)大 学 施 設 設 備 の 被 災 状 況

●3キ ャ ンパ ス い ず れ もか な りの 被 害 あ った が 、 泉 の 被 害(地 盤 沈 下 ・

高 架 水 槽 設 備 の 破 損 ・体 育 館 …)が 最 も大 き か っ た 。

● 多 く は 天 井 ・壁 ・内 装 が 中 心 で 構 造 的 な 損 傷 は ほ とん ど な し。

● 建 物 の 古 い 新 し い は あ ま り関 係 な し。

● 土 樋 で は 礼 拝 堂 の 屋 根 が 落 下 。

● 広 い ホ ー ル ・教 室 の 天 井 落 下 が 目 立 つ 。

● ヨ ッ ト部 用 の シ ー サ イ ドハ ウ ス(名 取 市 閑 上)は 津 波 で 全 壊 。

● 研 究 室 ・図 書 館 は メ チ ャ ク チ ャ(「 知 の 地 層 」?!)ヨ ッ ト部 員の行動

↓

施 設 設 備 修 繕 費 は総 額12億 円(今 年 度)
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4.そ の と き

(1)全 学 教 授 会

● 大 学 役 職 者 を 含 め120名 の 教 授 が 土 樋 の 大 会 議 室 に 集 ま っ て い た 。

● い き な りの 揺 れ=「 緊 急 地 震 速 報 」 シ ス テ ム は 働 か ず!

↓

耐震 工 事 を して いな けれ ば大 惨 事 にな った 可 能 性 もあ る

● 教 員 の 安 否 確 認 、 災 害 対 策 初 動 に は 有 利 に働 い た 。

(2)春 休 み ・就 職 活 動

● 各 キ ャ ンパ ス と も 学 生 は あ ま り多 く い な か った 。

● 津 波 被 災 地 区 に あ る 実 家 へ の 帰 省 ・帰 宅 学 生 も そ れ ほ ど 多 くな か っ た 。

(3)想 定 内 か ら想 定 外 へ

● 「つ い に 来 た!」 「そ れ に して も長 い!」「M7.8の 第 一 報 」=想 定 内

● 大 津 波 の 映 像 「貞 観 津 波(869年)と 同 じだ!」=な に か 違 う

● 「M9.0の 超 巨 大 地 震!」 「宮 城 県 沖 地 震 で は な い!」=想 定 外

↓

「想 定 外 」(な に が 起 き て も 不 思 議 で は な い)へ の 強 い 不 安

「大 学 は い つ 再 開 で き る の か?」 「原 発 の 影 響 は あ る の か?」

「入 学 者 は 確 保 で き る の か?」 「退 学 者 が 急 増 す る の で は?」

「復 旧 に ど れ だ け の 費 用 が か か る の か?」
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5.一 時 避 難 か ら避 難 所 へ

(1)土 樋 キ ャ ン パ ス

● 隣 接 東 北 大 校 地 へ の 一 時 避 難

● 体 育 館 に避 難 所 を 設 営

見 事 、 生 協 も協 力)

● 教 職 員 ・学 生200名 以 上 →

=マ ニ ュ ア ル ど お り

=マ ニ ュ ア ル ど お り(学 生 部 ・学 生 会 の 連 携 は

夜 に は 市 民 も 加 わ り約400名 が 避 難
=市 民 受 け 入 れ は 想 定 外 だ っ た が 、 対 応 で き る 準 備 は あ った 。

●13日 か ら 学 生48名 が 別 室 で 避 難 生 活 、18日 か ら9名 が 市 内 ホ テ ル へ 。

青 山学院大学卒 業生か らの支援

(2)泉 キ ャ ン パ ス

● 教 職 員 ・学 生 ・周 辺 住 民70名 が 一 夜 を 過 ご す

● 翌 日か ら は 避 難 者 は す べ て 学 外 へ 。

● 被 害 大 き く 断 水 ・停 電 状 態 も 長 く続 い た 。 → 大 学 再 開 へ の 教 職 員 の 不 安

(3)多 賀 城 キ ャ ンパ ス

● 教 職 員 ・学 生 に 加 え 多 数 の 住 民(約400名)が 礼 拝 堂 に 避 難 。

● 津 波 が 近 く ま で 来 た た め 、 津 波 被 災 者 が 多 数 含 ま れ て い た 。

● 多 賀 城 市(市 役 所 は 隣 、 市 長 は 同 窓 生)の 要 請 で 臨 時 避 難 所 に 。
→3月26日 ま で 続 く

● 教 職 員 ・学 生 が 避 難 所 運 営 に協 力 。 → 教 職 員 の 苦 労 と疲 労
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6.災 害 対 策 本 部

(1)本 部 設 置=11日 夕 方16:00に 設 置(正 門 入 口 → 本 館 会 議 室)

● こ れ 以 降 、 重 要 な 意 思 決 定 は す べ て こ の 本 部 が 行 う。

● 当 初 は24時 間 態 勢 。14日 か ら は 定 例 会 議(全 教 職 員 の 参 加 可)。

● 総 務 担 当 副 学 長(+総 務 部 長+学 務 担 当 副 学 長)が 実 質 的 責 任 者 とな る 。

y

意 思 決 定 の 一 元 化 ・迅 速 化 の 問 題 は ク リ ア

(2)他 キ ャ ン パ ス と の 連 絡

● 準 備 して い た 連 絡 方 法(緊 急 時 用 ケ0タ イ 、 無 線)が あ ま り機 能 せ ず 。

↓

今 後 の 大 き な 課 題 。 他 大 学 「衛 星 電 話 が 有 効 だ っ た 」

(3)テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム

●3月14日 に イ ン タ ー ネ ッ ト復 活 に よ り つ な が る 。

● 毎 日 、 定 時 に3キ ャ ン パ ス を つ な い で 毎 日定 時 に 会 議 。

↓

意 思 疎 通 ・意 思 決 定 に 大 き く 貢 献 。(=表 情 ・雰 囲 気 が わ か る)

(4)ガ ソ リ ン不 足

● 他 キ ャ ンパ ス に 直 接 出 向 く こ と に大 き な 支 障 。

↓

本 部 の動 き を 大 き く制 約=今 後 の大 きな 課 題
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(5)重 要 決 定 と学 内 外 へ の 周 知

● 広 報 部 を 本 部 隣 室 に 移 転 し、 連 絡 を 密 に した 。 → 有 効 だ っ た 。

● 媒 体 と して は 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ を 最 大 限 に利 用 した 。

● 発 信 記 事 内 容 の 「正 確 さ 」 と 「わ か りや す さ 」 に は 気 を つ か っ た 。

●HP掲 載 内 容 は 印 刷 ・掲 示 し、 学 内 者 と の 情 報 共 有 に 利 用 した 。

↓

HPに は 限 界 も あ っ た が 、 そ れ な りの 効 果 が あ っ た こ と も 確 か

(6)24時 間 態 勢 の 解 除

●3月18日 で24時 間 態 勢 を 解 除 。(平 日午 前9時 ～ 午 後5時 態 勢 に)

● 「も う少 しが ん ば る べ き 」 論 も な か っ た わ け で は な い 。

↓

◎ 「教 職 員 自身 が 被 災 者 で あ る 」 と い う視 点

◎ 「戦 い は 長 引 く」 と い う視 点

● 東 北 学 院 の 教 職 員 は 献 身 的 に 働 い た 。

● 東 北 学 院 の 同 窓 生 も 献 身 的 に 働 い た 。(£X .菅 野 武 氏 、 加 藤 憲 司 氏)
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7-1.学 生 の 安 否 確 認 《→ 学 生 部 が 主 力.途 中 か ら は 総 力 戦)

(1)学 生 安 否 確 認 シ ス テ ム(11日15:55に 発 動)

●2009年 に 導 入 、 災 害 時 に は 大 き な 期 待(サ ー バ ー は 秋 田 県)。

● 加 入 率 が2割 程 度 と伸 び 悩 み 、 対 応 を 検 討 して い る な か で の 震 災 。

● 応 答 が あ った の は1割 強 の 学 生 か ら。

↓

登 録 ・更 新 の 率 を 高 めれ ば有 効 な 道 具 にな る

i5割 登 録 → 安 否 確 認1週 間 畢 ま っ た1

(2)電 話 に よ る 安 否 確 認

● 教 職 員 ・学 生 が 協 力 して 実 施 。

● 電 話 番 号 デ ー タ は 引 き 出 せ た(→

↓

も し引 き 出 せ な か っ た ら …)

紙 ベ ー ス の リス トを 保 管 して お く べ き

(3)ホ ー ム ・ペ ー ジ に よ る 安 否 情 報 通 報 の お 願 い

●(2)と 並 行 して 実 施 。

● 内 容 は 「ま だ の 人 は 急 い で 連 絡 を 」 と い う も の(=一 般 的 お 願 い)

y
◎ 約5,700名(47%)を 確 認 。(3月17日)

◎10,384名(85%)を 確 認 。 未 確 認1,833名 。(3月23日)

◎11,984名(98%)を 確 認 。 未 確 認233名 。(3月28日)
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(4)名 前 を 特 定 して の 安 否 情 報 通 報 の お 願 い

●HPへ の 不 明 学 生 氏 名 掲 載 → 個 人 情 報 保 護 よ り安 否 確 認 を 優 先

● さ ま ざ ま な 個 人 的 ネ ッ トワ ー ク を 利 用

↓

◎ 未 確 認 者 約30名(3月29日)

(5)最 後 の 詰 め

● 死 亡 ・行 方 不 明 者 リス ト、 避 難 者 リス ト

● 住 所 近 く の 避 難 所 ま わ り

↓

全 員 に つ い て 安 否 確 認 終 了(3月31日)

7-2.入 学 予 定 者 の 安 否 確 認(→ 入 試 部 が 中 心)

(1)入 学 式 中 止連 絡 はが き(往 復 はが き)

● 事 務 連絡 を 利 用 して 実 質 的 には安 否 確 認 → かな り高 い 回収 率

● 返 事 が 来 な い者 には 電 話 連絡

↓

全 員 に つ い て 安 否 確 認 終 了(4月 中 旬)
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8.被 災 対 応 か ら復 旧 復 興 へ

(1)復 興 対 策 委 員 会 の 設 置

●3月26日 工 学 部 の 避 難 所 閉 鎖 で 被 災 対 応 は 一 段 落 。

●3月30日 常 務 理 事 会 で 設 置 を 決 定 、 同 日 に 第 一 回 会 合 。

● 復 旧 復 興 に か か る 重 要 事 項 は す べ て こ の 委 員 会 で 決 め る 。

● 構 成 員 は 常 務 理 事 会 と 同 じ。→ 常 務 理 事 会 に は 報 告 ・追 認 で 済 ま せ る 。

↓

法 人 全 体 と して の 決 定 の 一元 化 と迅 速 化 に大 き な 貢 献

(2)財 政 見 通 し と 基 本 方 針

● 復 興 へ の 準 備(特 に 財 源 準 備)を 明 確 に 示 す こ とが 重 要 。

● 具 体 的 資 料 が ほ と ん ど な い 中 で の 試 算 →4年 間 で20～30億?

● と りあ え ず は 徹 底 した 支 出 削 減 で 対 応 す る こ と を 確 認 。

(3)予 算 削 減 ・凍 結 と 暫 定 補 正 予 算

● 震 災 直 後 か ら 、 出 張 ・会 議 ・イ ベ ン ト等 の 全 面 的 中 止 措 置 を 取 っ て い た 。

●3月31日 に理 事 長 名 文 書 で 基 本 方 針 と具 体 的 措 置 を 指 示 。

● 復 旧 以 外 の 施 設 設 備 工 事 凍 結 、 全 予 算 単 位 で10～20%の 予 算 削 減 。

↓ 人件 費は除 く

削 減 ・凍 結 で10億 円 の 財 源 を 捻 出=教 職 員 一 致 団 結 の 成 果

● 暫 定 補 正 予 算 は7月 末(施 設 設 備 復 旧12億 、 学 生 支 援6億)
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9.大 学 の 再 開

(1)休 校 の 決 定

●4月 末 ま で の 休 校 を 決 定(3月14日)。

● 当 初 は 、 施 設 ・設 備 の 被 害 状 況 の 把 握 が 思 う に ま か せ ず 。

(2)再 開 日程 の 模 索

●3月 末 、 施 設 ・設 備 の 被 害 状 況 を 把 握 。

● 業 者 任 せ へ の 不 安 → 業 者 と 学 内 チ ー ム の ダ ブ ル チ ェ ッ ク

y

両 者 一 致 し て 「深 刻 な 被 害 で は な い 」

● 授 業 回 数 に つ い て の 文 科 省 の 反 応 。 → か な り柔 軟 で あ っ た 。

● 授 業 回 数 の 柔 軟 対 応 に つ い て 仙 台 学 長 会 議 か らの 応 援 。1星 宮学長 の動 剖

↓

連 休 明 け か ら授 業 再 開(授 業13回 ・定 期 試 験 な し)

(3)再 開 日程 の 決 定

●5月9日 授 業 再 開(学 生 登 校 再 開 は4月25日)を 決 定(4月5日)。

● 施 設 復 旧 工 事 の 工 程 表 に よ る と 、 「綱 渡 り」 。

● 学 内 に は 間 に合 うか 不 安 視 す る 教 職 員 も 多 か った 。(特 に 泉 キ ャ ンパ ス)

↓

決 断 によ る 目標 設 定 とそ こに向 け て の総 力 の 結 集 が 重 要 との 判 断
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(4)再 開 へ の 準 備

●4月18日 全 学 教 職 員 集 会 、4月21日 教 授 会 で 大 学 と して の 対 応 を 確 認 。

● 学 務 関 係 担 当者(学 務 ・学 生 ・入 試 ・就 職)連 携 体 制 を っ く る 。

● 学 内 外 の 復 旧 に 関 す る 最 新 情 報 の 更 新(JR・ 地 下 鉄 、 学 内 工 程 表)。

↓ 泉 キャンパス と地 下鉄復1日

全 体 と して は 、 復 旧が 予 想 以 上 に順 調

●3キ ャ ン パ ス 施 設 設 備 の 最 終 的 安 全 確 認(5月6・7日)。

(5)学 生 が 戻 っ た 大 学

●4月25・26日(成 績 表 ・資 料 配 布)→ 例 年 以 上 の 出 席 率

●4月27日(新 入 生 オ リエ ンテ ー シ ョ ン初 日)→ 例 年 以 上 の 参 加 率

●5月9日(授 業 開 始)

y

「大 学 に 学 生 が い る 日常 」 の あ りが た さ を 痛 感
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10.被 災 学 生 へ の 支 援

(1)合 格 者 へ の 対 応(・=最 優 先 事 項 → 震 災 後 す ぐ)

● 入 学 手 続 き 期 間 の 延 長

● 入 学 年 度1年 延 期 を 可 能 と す る 措 置

(2)学 生(新 入 生 を 含 む)へ の 経 済 支 援 策

● 授 業 料 減 免(被 災 程 度 に応 じて 全 学 免 除 か ら4分 の1免 除 ま で)

● 震 災 緊 急 給 付 奨 学 金(被 災 程 度 に応 じて40万 円 か ら8万 円 ま で)

● 震 災 緊 急 給 付 奨 学 金 は4年 間 継 続

(例}家 計維持者死亡+自 宅全壊 → 授業料全免+給 付 奨学金40万(×4年)

自宅全壊+原 発事故で避難 → 授業 料半免+給 付奨学金25万(×4年)

震 災で父親が失職 → 給付奨 学金10万(×4年)

● 申 請 者 数(1850名)は 予 想(800名)の2倍 以 上=大 き な 財 政 負 担

(3)学 生 へ の そ の 他 の 措 置

● 被 災 に よ る 休 学 者 は 授 業 料 免 除

● 通 学 困 難 地 区(石 巻)か らの 通 学 バ ス(夏 休 み ま で1日1往 復)

● 被 災4年 生 の 就 職 活 動 へ の 旅 費 補 助(1人3万 円 ま で)

(4)来 年 度 受 験 生 ・入 学 生 へ の 措置

● 受 験 料 免 除

● 授 業 料 減 免 、 震 災給 付 奨 学 金

● 被 災 者 入 学 時特 待 生(授 業 料 相 当額 の 給 付 奨 学 金 →4年 間 継 続 も可 能)



11.災 害 ボ ラ ン テ ィ ア ス テ ー シ ョ ン

(1)ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー か ら ボ ラ ンテ ィ ア ス テ ー シ ョ ン(VS)へ

● 「セ ツ ル メ ン ト」 に よ る ボ ラ ンテ ィ ア 活 動 の 伝 統 が あ る 。

● 「ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 」 設 置 が 検 討 され て い た 。

● そ う した 最 中 の 震 災 → 災 害 ボ ン ラ ンテ ィ ア の 組 織 化 が 急 務

↓

災 害 対 策 委 員 会 「災 害VS」 設 置 を 決 定(3月29日)
→8月 に 全 学 教 授 会 で 「規 程 」 承 認

(2)各 地 の 大 学 ・NPOボ ラ ンテ ィ ア と の 連 携

● 外 部 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 か ら の 被 災 地 支 援 の 中 継 機 関

● 全 国15大 学 と の 連 携 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 プ ロ ジ ェ ク ト

↓

10大 学 で 夏 休 み に 気 仙 沼(唐 桑)で5泊6日 ×11回 の 集 中 支 援

(3)学 生 ボ ラ ン テ ィ ア の 受 け 入 れ と組 織 化

● 基 本 は 社 会 福 祉 協 議 会 の ボ ン ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー と の 連 携 。

● 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア の 受 け 入 れ 窓 口 と して の 役 割 。

● 社 会 福 祉 協 議 会 か ら の 支 援 要 請 へ の 対 応 。

● 登 録 学 生 も 急 増(設 立 当初30名 →6月 初700名 →9月 初1500名)。

● 教 職 員 の 献 身 的 支 援(=シ ス テ ム と し て は 未 完 成)

↓ 河 北新報 災害写真集 の英訳支援

急 速 に 活 動 の 範 囲 を広 げ 、 多 様 な プ ロ ジ ェ ク トを 実 施 中
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大学間連携災警ポランティアネットワーク

加盟大学

(50音順)





12.メ ン タ ル ・ケ ア の 態 勢 強 化

(1)カ ウ ン セ リ ン グ セ ン タ0の 業 務 再 開

●3月14日 か ら再 開=お も に 本 学 に 避 難 して い た 学 生 の た め

●HPに 「震 災 時 の メ ン タ ル ヘ ル ス 」 を 掲 載(後 にr時 報 』 に も)

(2)大 学 再 開 後 の 対 応

● 相 談 員 を2名 増 員(4月)=相 談 増 加 を 予 想(実 際 に 増 加 した)

● 被 災 学 生 へ の 対 応 に お け る 留 意 点 を 全 教 員 に レ ク チ ャ ー(6月)

相 談 者 数5月264名(酬207)6月373名(←240)

13.震 災 後 に お け る 学 生 の 意 識 と 行 動

(1)大 学 礼 拝 で の 変 化

● 出 席 者 が 増 え た(251→268→198→320人/日)

● 特 に 文 系3・4年(土 樋)で 増 え た(80→52→80→171人/日)

(2)「 新 入 生 意 識 調 査 」 で の 変 化

● 「大 学 生 活 で の 力 点 」 で 「進 路 ・仕 事 の 発 見 」 が 増 え た(20.6→21.6

→23 .1%)

● 「大 学 生 活 で の 不 安 」 で 「就 職 ・進 学 」 が 増 え た(24.1→26.6→29.4%)

● 「職 業 ・仕 事 で 重 視 す る こ と 」 で 「社 会 に 役 立 つ 」 が 増 え た(13.6→

14.3-X16.4%)

● 「人 生 を 送 る う え で 重 視 す る こ と 」 で 「社 会 的 貢 献 」 が 増 え た(11.0→

10.5-12.3%)
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14.対 応 を ふ りか え,て

(1)全 体 と して は 「ま あ う ま く い っ た 」

● 意 思 決 定 が 一 元 的 に 、 迅 速 に 行 わ れ た 。

● 授 業 再 開 、 再 開 後 の 授 業 運 営 が 比 較 的 順 調 に 進 ん だ 。

● 被 災 学 生 へ の 経 済 支 援 が 体 系 的 に 実 施 さ れ た 。

● 復 旧 に必 要 な 財 政 負 担 を 年 度 内 で ほ ぼ処 理 で き た 。

(2)い く つ か の 準 備 の 成 果

● 耐 震 工 事=建 物 倒 壊 な ど 決 定 的 な 施 設 被 害 が な か っ た 。

● 十 分 な 備 蓄=周 辺 住 民 の 避 難 者 に も 対 応 で き た 。

● 危 機 対 応 マ ニ ュ ア ル=基 本 的 部 分 は 機 能 した 。

● テ レ ビ会 議 シ ス テ ム=結 果 と して 非 常 に役 立 っ た 。

(3)い く つ か の 幸 運 へ の 依 存 学生の避難訓練 は して いなか った

● 震 災 発 生 の 時 期 ・時 刻=学 生 が 大 学 に ほ と ん ど い な か っ た 。

● 電 気 ・イ ン タ ー ネ ッ ト環 境 が 早 期 に 復1日 した 。

● 女 川 原 発 が 「無 事 」 だ った 。

(4)残 さ れ た 課 題

● キ ャ ンパ ス 間 の 通 信 手 段 の 確 保 → 衛 星 電 話 ・テ レ ビ会 議 が 有 効 。

● 学 生 と の 通 信 手 段 の 確 保 → 複 数 の ネ ッ トワ ー ク 構 築 が 必 要 。

● 電 気 ・水 ・石 油 の 自給 → 特 に 「石 油 」 の 視 点 が 欠 け て い た 。

● 緊 急 避 難 所 と し て の 大 学 → 「0定 の 覚 悟 」 と 「限 界 の 自 覚 」 が 必 要 。
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15.む す び に か え て-現 状 と こ れ か ら-

(1)

(2)

C3)

C4)

「教 育 」 は ほ ぼ 復 旧 、 「研 究 」 は ま だ ま だ 。 「入 学 者 確 保 」 は 不 安 。

推 薦 ・AO入 試 は7%減

東 北 学 院 は 大 丈 夫 、 し か し 津 波 ・原 発 被 災 地 は ま だ 深 刻 。

「忘 れ 去 ら れ る こ と へ の 不 安 」 と わ た し た ち の で き る こ と 。

(修 学)旅 行 、各 種 交 流

「斥 け ら れ る こ と へ の 恐 怖 」 と わ た した ち の で き る こ と 。

不 安 ・保 身 か らの 排 斥 の 克 服

わ れ わ れ の 心 が 試 され て い る
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